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(57)【要約】
【課題】動画の再生画像を表示する動画再生画面より前
に表示される動画再生準備画面において動画ファイルの
記録時間を表示可能にすることで、ユーザに簡単に動画
ファイルの記録時間を確認させる。
【解決手段】　内視鏡装置は、被検体を撮像する撮像部
を備えた内視鏡と、前記撮像部で撮像した前記被検体の
動画像を表す動画データを生成する動画データ生成部と
、前記動画データ生成部により生成した動画データの記
録時間を表す時間データを、前記動画像に関連付けて記
録媒体に記録する記録処理部と、前記記録媒体に記録さ
れた動画データの再生を開始するための動画再生準備画
面を生成する動画再生準備画面生成部と、前記動画再生
準備画面に表示された再生候補の前記動画像に対応する
前記時間データを取得し、当該時間データに基づいて当
該再生候補の動画像の記録時間を表す表示を前記再生準
備画面に重畳する時間表示重畳部と、を備える。
【選択図】図１



(2) JP 2017-131499 A 2017.8.3

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体を撮像する撮像部を備えた内視鏡と、
　前記撮像部で撮像した前記被検体の動画像を表す動画データを生成する動画データ生成
部と、
　前記動画データ生成部により生成した動画データの記録時間を表す時間データを、前記
動画像に関連付けて記録媒体に記録する記録処理部と、
　前記記録媒体に記録された動画データの再生を開始するための動画再生準備画面を生成
する動画再生準備画面生成部と、
　前記動画再生準備画面に表示された再生候補の前記動画像に対応する前記時間データを
取得し、当該時間データに基づいて当該再生候補の動画像の記録時間を表す表示を前記再
生準備画面に重畳する時間表示重畳部と、
を備えることを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記動画再生準備画面生成部は、前記記録媒体に記録された動画データの中からユーザ
が再生候補として選択したひとつの動画データから抽出した１フレームの静止画像に基づ
く１つのサムネイル画像を表示する画面であることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡
装置。
【請求項３】
　前記動画再生準備画面生成部は、前記再生候補の動画像に対応する前記サムネイル画像
上に、ユーザによる動画データの再生指示を受け付けるための再生開始ボタンを重畳して
表示させることを特徴とする請求項２に記載の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記動画再生準備画面生成部は、前記記録媒体に記録された各動画データからそれぞれ
抽出した１フレームの静止画像に基づく各サムネイル画像を複数一覧表示する画面であり
、
　前記時間表示重畳部は、前記一覧表示された各サムネイル画像のそれぞれに対して、そ
れぞれの動画像の記録時間を表す文字情報を重畳することを特徴とする請求項１に記載の
内視鏡装置。
【請求項５】
　前記撮像部により撮像された被検体のライブ画像、前記動画再生準備画面、および前記
動画データに基づいて再生される動画像を表示可能な表示部をさらに備えたことを特徴と
する請求項１に記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示部が一体的に取り付けられた内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、内視鏡は、医療分野、工業分野等において使用されている。電子式の内視鏡には
撮像素子が設けられている。被写体からの光学像は撮像素子によって映像信号に変換され
てモニタや記録装置に与えられる。
【０００３】
　近年、小型のカメラ部が内視鏡に一体的に取り付けられて、携帯に適した内視鏡装置が
商品化されている。カメラ部は、内視鏡挿入部の基端側の操作部に取り付けられている。
カメラ部には記録部及び表示部が設けられており、ユーザは表示部の表示画面によって内
視鏡画像を観察すると共に、表示画面を見ながら操作部を操作することもできるようにな
っている。また、表示部にはタッチパネルも配設されており、タッチパネルを指で操作す
ることによって、内視鏡画像の記録再生及び表示を制御することができるようになってい
る。
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【０００４】
　また、この種の内視鏡装置においては、被写体を静止画撮影するだけでなく、動画によ
る撮影も可能なものがある。記録部は、撮像素子によって撮像された静止画、動画をファ
イル化して記録媒体に記録すると共に、記録媒体に記録されている静止画、動画ファイル
を読出して再生し、表示部において表示させることもできるようになっている。特許文献
１においては、内視鏡によって得た静止画及び動画を記録する医療画像記録装置が提案さ
れている。
【０００５】
　記録部は、動画ファイルの生成時に、動画の記録時間の情報を含めるようになっている
。これにより、記録部による動画ファイルの再生時において、表示部の画面上で、動画フ
ァイルの再生に必要な時間（再生時間）及び再生開始からの時間や再生に必要な残り時間
等を表示することができるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
　　特開２００５－４４００４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上述したように、従来、記録されている動画ファイルを再生することで、動画の記録時
間（＝等倍速の再生時間）を表示部に表示させることができる。ユーザは表示部に表示さ
れた記録時間の表示によって、各動画ファイルの記録時間を確認することができる。しか
しながら、記録時間を確認するためには、動画ファイルを再生しなければならず、記録時
間の確認には手間がかかる。特に、複数の動画ファイルの記録時間を確認しようとすると
、各動画ファイルを順次再生する必要があり、極めて煩雑である。
【０００８】
　本発明は、動画の再生画像を表示する動画再生画面より前に表示される動画再生準備画
面において動画ファイルの記録時間を表示可能にすることで、ユーザが簡単に動画ファイ
ルの記録時間を確認することができる内視鏡装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る内視鏡装置は、被検体を撮像する撮像部を備えた内視鏡と、前記撮像部で
撮像した前記被検体の動画像を表す動画データを生成する動画データ生成部と、前記動画
データ生成部により生成した動画データの記録時間を表す時間データを、前記動画像に関
連付けて記録媒体に記録する記録処理部と、前記記録媒体に記録された動画データの再生
を開始するための動画再生準備画面を生成する動画再生準備画面生成部と、前記動画再生
準備画面に表示された再生候補の前記動画像に対応する前記時間データを取得し、当該時
間データに基づいて当該再生候補の動画像の記録時間を表す表示を前記再生準備画面に重
畳する時間表示重畳部と、を備える。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、動画の再生画像を表示する動画再生画面より前に表示される動画再生
準備画面において動画ファイルの記録時間を表示可能にすることで、ユーザが簡単に動画
ファイルの記録時間を確認することができるという効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施の形態に係る内視鏡装置の回路構成を示すブロック図。
【図２】内視鏡装置の外観を示す説明図。
【図３】動画再生準備画面の一例を示す説明図。
【図４】動画再生画面の一例を示す説明図。
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【図５】多コマ表示における動画再生準備画面の一例を示す説明図。
【図６】多コマ表示における動画再生準備画面の一例を示す説明図。
【図７】他の例に採用される観察画面生成部を示すブロック図。
【図８】他の例における観察画面の表示例を示す説明図。
【図９】他の例における観察画面の表示例を示す説明図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について詳細に説明する。
【００１３】
　図１は本発明の一実施の形態に係る内視鏡装置の回路構成を示すブロック図である。ま
た、図２は内視鏡装置の外観を示す説明図である。本実施の形態は、表示部の表示画面に
表示される動画再生準備画面において動画ファイルの記録時間を表示可能にしたものであ
る。
【００１４】
　図２に示すように、内視鏡１は、被検体となる体腔内の被検部位に挿入される挿入部１
０と、この挿入部１０の基端側に連設された操作部１５と、この操作部１５の上端に配設
されたカメラ部２０と、を有して主要部が構成されている。
【００１５】
　挿入部１０は、可撓性を有する細長な形状に形成されており、先端側に位置する硬質な
先端部１０ａと、この先端部１０ａの基端側に連設された湾曲部１０ｂと、この湾曲部１
０ｂの基端側に連設された可撓部１０ｃとにより主要部が構成されている。
【００１６】
　操作部１５は、術者が内視鏡１を把持する際、術者により把持される把持部１５ａと、
この把持部１５ａの基端側に設けられた操作部本体１５ｂと、を有して主要部が構成され
ている。把持部１５ａは、術者の例えば手の親指とその他の指とによって包み込むように
握ることができる形状、例えば棒状に外装が形成されている。また、把持部１５ａには、
内視鏡１の内部に延在された、体腔内に対し処置具を挿抜する処置具挿通口１６が設けら
れている。
【００１７】
　また、操作部本体１５ｂには、体腔内から体液、痰等の液体を吸引する際用いられる吸
引口１７が設けられている。吸引口１７には、図示しないチューブを介して吸引装置が接
続自在である。また、操作部本体１５ｂには、内視鏡１の漏水検査の際に、挿入部１０、
操作部１５、及びカメラ部２０内に空気を送気するために用いられる通気口金１８が設け
られている。通気口金１８には、図示しないチューブを介して給気装置が接続自在である
。なお、操作部本体１５ｂには、湾曲部１０ｂを、例えば、上下の方向に湾曲させるため
の図示しない湾曲操作レバーも設けられている。
【００１８】
　また、操作部本体１５ｂには、カメラ部２０において内視鏡画像の記録の開始及び終了
を指示するための記録スイッチ１９ａと、この記録スイッチ１９ａによって静止画像を記
録するモードと、動画像を記録するモードとを切り替えるための記録モード切替スイッチ
１９ｂと、が設けられている。
【００１９】
　カメラ部２０は、図２に示すように、箱型である略直方体形状をした筐体２０ａと、筐
体２０ａに回動軸２０ｃによって回動自在に取り付けられる表示部２０ｂとを有する。表
示部２０ｂは、回動軸２０ｃに軸支されて、筐体２０ａに対して表示画面２０ｄを所定の
傾斜角度に傾斜させることができるようになっている。術者は、表示画面２０ｄの表示を
見ながら、操作部１５の各部を操作することもできるようになっている。また、筐体２０
ａの端面には、カメラ部２０の電源スイッチ２０ｅが配設されている。
【００２０】
　図１に示すように、内視鏡１は、挿入部１０の先端に照明光学系１１及び対物光学系１
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２が配設されている。操作部１５内にはＬＥＤ等の光源１３が配設されている。カメラ部
２０には光源制御部２１が設けられており、光源制御部２１は光源１３の発光を制御する
ことができるようになっている。操作部１５内及び挿入部１０内には、光源１３と照明光
学系１１との間に図示しないライトガイドバンドルが挿通されている。光源１３からの照
明光はライトガイドバンドルを介して照明光学系１１に導かれて、照明光学系１１から被
写体に照射されるようになっている。
【００２１】
　対物光学系１２には被写体によって反射した照明光の戻り光が入射される。操作部１５
内及び挿入部１０内には、対物光学系１２によって取り込まれた戻り光をカメラ部２０に
導くイメージガイド１４が挿通されている。カメラ部２０にはＣＣＤ，ＣＭＯＳ等によっ
て構成された撮像素子２２が配設されている。対物光学系１２からの被写体戻り光は、イ
メージガイド１４によって撮像素子２２の撮像面に導かされる。こうして、撮像素子２２
の撮像面に被写体光学像が結像するようになっている。
【００２２】
　撮像素子２２は、被写体光学像を光電変換して、撮像信号を得る。この撮像信号は映像
信号処理部２３に供給される。動画データ生成部としての映像信号処理部２３は、入力さ
れた撮像信号に対して所定の信号処理を施して映像信号を生成する。映像信号処理部２３
は、生成した映像信号を動画記録処理部２４及び観察画面生成部２６に出力する。
【００２３】
　動画記録処理部２４は、動画圧縮部２４ａ及びコンテナファイル生成部２４ｂによって
構成されている。動画圧縮部２４ａは、入力された映像信号を例えばＨ．２６４等の所定
の符号化処理によって圧縮してコンテナファイル生成部２４ｂに出力する。コンテナファ
イル生成部２４ｂは、動画圧縮部２４ａからの圧縮された動画からｍｐ４等の所定のファ
イル形式の動画ファイルを生成する。動画記録処理部２４は、生成した動画ファイルを記
録媒体２５に与えて記録することができるようになっている。記録媒体２５としては、例
えば、カメラ部２０に内蔵されて設けられている半導体メモリなどの内蔵メモリと、カメ
ラ部２０に設けられた図示しないカードスロットに挿入されるＳＤカードなどの外部記録
媒体を併用するようにしてもよい。
【００２４】
　なお、動画記録処理部２４は、撮像素子２２によって得られた内視鏡の動画像に基づい
て動画ファイルを生成するだけでなく、撮像素子２２によって得られた内視鏡の静止画像
に基づく静止画ファイルを生成することができるようになっていてもよい。この場合には
、動画記録処理部２４は、記録媒体２５に、動画ファイル及び静止画ファイル（以下、画
像ファイルと総称する）を混在させて記録させる。
【００２５】
　動画記録処理部２４は、記録媒体２５の記録を管理することができるようになっており
、例えば、記録媒体２５に記録されている画像ファイルを削除することもできるようにな
っている。
【００２６】
　観察画面生成部２６は、映像信号処理部２３から出力される映像信号、即ち、撮像素子
２２によって撮像されて得られた内視鏡ライブ画像が与えられ、この内視鏡ライブ画像を
表示するための観察画面を生成するようになっている。観察画面生成部２６は、観察画面
上に各種表示（キャラクタやアイコンなど）を表示するための表示データを格納する図示
しないメモリを有しており、ライブ画像上に各種表示を重畳した観察画面を生成すること
ができるようになっている。観察画面生成部２６は生成した観察画面を表示切替部２７に
出力する。
【００２７】
　表示切替部２７には、観察画面生成部２６からの観察画面の他に、後述する動画再生画
面及び動画再生準備画面が与えられる。表示切替部２７は、ユーザ操作に基づいて、観察
画面、動画再生画面及び動画再生準備画面のうちの１つの画面を選択して表示部２０ｂに
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出力するようになっている。
【００２８】
　ＬＣＤ等によって構成された表示部２０ｂは、表示切替部２７を介して入力された画像
を表示画面２０ｄ上に表示する。表示画面２０ｄ上には、タッチパネル２８が配設されて
いる。タッチパネル２８は、ユーザが指で指し示した表示画面２０ｄ上の位置に応じた操
作信号を発生することができる。この操作信号は、タッチパネル操作検出部２９に供給さ
れる。タッチパネル操作検出部２９は、ユーザが表示画面２０ｄ上をタッチしたりスライ
ドさせたりした場合には、その操作を検出することができる。即ち、タッチパネル操作検
出部２９は、ユーザのタッチ位置、指を閉じ離間させる操作（ピンチ操作）、スライド操
作やスライド操作によって到達した位置、スライド方向、タッチしている期間等の各種操
作を検出することができる。
【００２９】
　タッチパネル操作検出部２９は、検出した操作結果をカメラ部２０内の各部に出力して
各部を制御するようになっている。これにより、カメラ部２０内の各部は、ユーザのタッ
チパネル操作に基づく処理を実行することができるようになっている。例えば、表示切替
部２７は、タッチパネル操作検出部２９の検出結果に従って、表示する画面を切り替える
処理を行ったり 、記録時の画質やプロテクトの有無等が制御される。
【００３０】
　データ読出し部３０は、タッチパネル操作検出部２９からの操作結果に従って、記録媒
体２５に記録されている画像ファイルを読出すようになっている。データ読出し部３０は
読出した動画及び静止画ファイルを動画デコード部３１、インデックス画像等取得部３３
及び再生時間取得部３５に出力する。
【００３１】
　動画デコード部３１は、データ読出し部３０によって読出された動画をデコードして動
画圧縮前の映像信号を復元して、動画再生画面生成部３２に出力する。また、動画デコー
ド部３１は、データ読出し部３０によって静止画が読出された場合にも、読出された静止
画をデコードして静止圧縮前の映像信号を復元して、動画再生画面生成部３２に出力する
ようになっている。
【００３２】
　動画再生画面生成部３２は、動画デコード部３１から出力される映像信号、即ち、記録
媒体２５に記録されている画像ファイルを再生して得た再生画像が与えられ、この再生画
像を表示画面２０ｄに表示するための動画再生画面を生成するようになっている。動画再
生画面生成部３２は、動画再生準備画面上に各種表示（キャラクタ）を表示するための表
示データを格納する図示しないメモリを有しており、再生画像上に各種表示を重畳した動
画再生画面を生成することができるようになっている。動画再生画面生成部３２は生成し
た動画再生画面を表示切替部２７に出力する。
【００３３】
　符号化された画像ファイルをリアルタイムで再生するためには、各フレームデータ部分
のデコードタイミングを管理する必要があり、一般的に画像ファイルには時間情報が含ま
れる。例えば、ＭＰＥＧ２形式の動画ファイルには、ＤＴＳ、ＰＴＳ、ＰＣＲ等のタイム
スタンプ情報が含まれている。再生時間取得部３５は、データ読出し部３０によって読出
された動画ファイルに含まれる時間情報を用いて、各動画像の記録時間（再生時間）を取
得することができるようになっている。再生時間取得部３５が取得した各動画ファイルの
時間情報は、動画再生画面生成部３２及び文字データ重畳部３６に与えられる。
【００３４】
　なお、記録媒体２５に記録されている画像ファイルに記録時間（再生時間）の情報が含
まれているものと説明したが、内視鏡画像に記録時間（再生時間）の情報が関連付けられ
て記録媒体２５に記録されていればよく、記録時間（再生時間）のデータを画像ファイル
に関連付けて記録媒体に記録するようにしてもよい。
【００３５】
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　また、データ読出し部３０は、記録媒体２５に記録された各動画ファイルの時間情報の
みを再生時間取得部３５に与えることもできるようになっている。動画再生画面生成部３
２は、再生時間取得部３５からの記録時間の情報を示す表示を動画再生画面上に表示させ
ることができるようになっている。時間表示重畳部としての文字データ重畳部３６は、再
生時間取得部３５からの時間情報に基づく表示データ、例えば文字データを生成して、動
画再生準備画面生成部３４に出力することができるようになっている。
【００３６】
　インデックス画像等取得部３３は、データ読出し部３０によって読出された動画ファイ
ルに含まれる所定フレーム（例えば、先頭フレーム）の画像に基づいて、インデックス画
像を生成するようになっている。インデックス画像等取得部３３は、生成したインデック
ス画像を動画再生準備画面生成部３４に出力するようになっている。なお、インデックス
画像等取得部３３は、１つの動画ファイルについてのインデックス画像だけでなく、複数
の動画像についての複数のインデックス画像を出力することもできるようになっている。
また、インデックス画像等取得部３３は、インデックス画像を取得した画像ファイルのフ
ァイル名、記録開始時間及びファイル番号（コマ番号）の情報を取得して、動画再生準備
画面生成部３４に出力するようになっている。なお、インデックス画像等取得部３３は、
上述のように都度動画ファイルの所定フレームの画像に基づいてインデックス画像を生成
するものに限らず、たとえば、動画ファイルに予め記録されているインデックス画像を取
得するものであっても良い。
【００３７】
　動画再生準備画面生成部３４は、インデックス画像等取得部３３からのインデックス画
像及び文字データ重畳部３６からのデータが与えられ、動画再生の直前に表示する動画再
生準備画面を生成するようになっている。動画再生準備画面生成部３４は、各種表示を表
示するための表示データを格納する図示しないメモリを有しており、インデックス画像上
に各種表示を重畳した動画再生準備画面を生成することができるようになっている。更に
、本実施の形態においては、動画再生準備画面生成部３４は、文字データ重畳部３６から
のデータに基づいて再生時間を示す表示をインデックス画像に重畳した動画再生準備画面
を生成することができるようになっている。動画再生準備画面生成部３４は生成した動画
再生準備画面を表示切替部２７に出力する。
【００３８】
　次に、このように構成された実施の形態の動作について図３乃至図６を参照して説明す
る。図３乃至図６は表示画面上に表示する各画面の表示例を示す説明図である。図３は動
画再生準備画面の一例を示し、図４は動画再生画面の一例を示し、図５及び図６は多コマ
表示における動画再生準備画面の一例を示している。
【００３９】
　いま、内視鏡１の挿入部１０を被検体に挿入して、被検体を観察するものとする。電源
スイッチ２０ｅの操作によってカメラ部２０に電源が投入されると、撮像素子２２は図示
しない駆動回路によって駆動されて撮像を行う。即ち、被検体の光学像は撮像素子２２の
撮像面に結像され、撮像素子２２からは撮像信号が出力される。この撮像信号は映像信号
処理部２３に供給され、内視鏡画像の映像信号が生成される。
【００４０】
　映像信号処理部２３の出力は観察画面生成部２６に供給されて、内視鏡ライブ画像を含
む観察画面が生成される。この観察画面は、表示切替部２７を介して表示部２０ｂに供給
される。カメラ部２０の電源投入時には、例えば初期画面として観察画面が設定されてお
り、電源スイッチ２０ｅによる電源投入によって、表示部２０ｂの表示画面２０ｄ上には
、内視鏡ライブ画像を含む観察画面が表示される。
【００４１】
　術者は、観察画面を観察しながら、操作部１５の各部を操作することができる。例えば
、術者は、スイッチ１９ｂによって画像記録モードが動画記録モードに設定されている場
合において、記録スイッチ１９ａを操作することで、観察中の内視鏡画像の動画像の記録
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開始及び記録の終了を指示する。映像信号処理部２３からのライブ画像は動画記録処理部
２４にも供給されており、動画記録処理部２４は、術者の記録スイッチ１９ａの操作によ
って、内視鏡画像の動画像の記録を開始する。即ち、動画記録処理部２４は、入力された
内視鏡画像の動画像を符号化処理した後所定のファイル形式に従って記録媒体２５への記
録を開始する。術者が記録スイッチ１９ａによって動画記録の終了を指示すると、動画記
録処理部２４は、記録中の動画像をファイル化する。なお、モード切替スイッチ１９ｂに
より記録モードが静止画モードに設定されている場合には、記録スイッチ１９ａの操作に
よって、映像信号処理部２３から出力される映像に対してＪＰＥＧなどの静止画圧縮処理
を行うことで得られる静止画データが記録媒体２５に記録される。
【００４２】
　こうして、記録媒体２５に、１つ以上の動画ファイルが記録されるものとする。ここで
、ユーザが観察画面を表示させる観察モードから再生を行う再生モードにモードを変更す
るための変更操作を行うものとする。例えば、術者は、表示画面２０ｄ上に表示されたモ
ード切換ボタン４５（図３参照）に対するタッチパネル２８を用いた操作によって、モー
ド変更を指示する。
【００４３】
　タッチパネル操作検出部２９は、ユーザによるモード切換え操作を検出すると、モード
を再生モードに切換えることを示す検出結果を出力する。データ読出し部３０は、タッチ
パネル操作検出部２９によって再生モードが指示されると、記録媒体２５から動画ファイ
ルを読出してインデックス画像等取得部３３及びデータ読出し部３０に与える。インデッ
クス画像等取得部３３は、読出された動画ファイルに基づいてインデックス画像を生成し
て動画再生準備画面生成部３４に出力する。
【００４４】
　本実施の形態においては、再生時間取得部３５は、動画の再生を行う動画再生画面を表
示する前のタイミング（例えば直前のタイミング）に表示される画面であって、再生する
動画ファイルを選択することが可能な画面である動画再生準備画面の表示時において、デ
ータ読出し部３０が読出した動画ファイルから当該動画ファイルに含まれる記録時間（再
生時間）の情報を取得して文字データ重畳部３６に出力する。文字データ重畳部３６は、
再生時間取得部３５からの情報に基づいて記録時間（再生時間）を示す表示の表示データ
、例えば記録時間（再生時間）を文字で示す表示データを生成して動画再生準備画面生成
部３４に出力する。
【００４５】
　動画再生準備画面生成部３４は、インデックス画像に各種表示を付加すると共に、記録
時間（再生時間）を示す表示を付加して、動画再生準備画面を生成する。表示切替部２７
は、観察モードから再生モードに切換えられると、観察画面に変えて動画再生準備画面を
選択して表示部２０ｂに与える。こうして、表示部２０ｂの表示画面２０ｄ上に動画再生
準備画面が表示される。
【００４６】
　図３はこの場合の動画再生準備画面４０を示している。動画再生準備画面４０には、全
域にデータ読出し部３０が読出した動画ファイルに基づくインデックス画像が表示されて
いると共に、画面の端部には符号４１～５５にて示す各種表示が表示され、画面中央には
再生ボタン５７が表示されている。
【００４７】
　メニューボタン４１は、各種メニューを表示させるためのものである。術者がメニュー
ボタン４１上をタッチ操作することで、図示しないメニュー画面生成部により生成された
メニュー画面が表示画面２０ｄ上に表示される。例えば、メニュー画面には、初期設定等
の各種設定を行うための表示が行われる。消去ボタン４２は、画像ファイルを記録媒体２
５から消去するためのものである。術者が消去ボタン４２上をタッチ操作することで、動
画記録処理部２４によって、インデックス画像として表示されている画像ファイルが記録
媒体２５から削除される。
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【００４８】
　再生ファイル切換えボタン４３，５０は、インデックス画像として表示する画像ファイ
ルを切換えるためのものである。術者が再生ファイル切換えボタン４３上をタッチ操作す
ることで、データ読出し部３０によって、記録順で次の動画ファイルが記録媒体２５から
読出され、当該画像ファイルに基づくインデックス画像を含む動画再生準備画面が表示さ
れる。また、術者が再生ファイル切換えボタン５０上をタッチ操作することで、データ読
出し部３０によって、記録順で前の動画ファイルが記録媒体２５から読出され、当該画像
ファイルに基づくインデックス画像を含む動画再生準備画面が表示される。
【００４９】
　表示切換ボタン４４は、単一表示とサムネイル表示との切換えのためのものである。術
者が表示切換ボタン４４上をタッチ操作することで、単一のインデックス画像のみを表示
する単一表示の動画再生準備画面と複数のインデックス画像を同時に表示するサムネイル
表示の動画再生準備画面とが切換えられる。サムネイル表示時には、データ読出し部３０
は、複数の画像ファイルの読み出しを行い、インデックス画像等取得部３３は、読出され
た各動画ファイルに基づく複数のインデックス画像を生成する。動画再生準備画面生成部
３４は、複数のインデックス画像に対して縮小処理を施した複数のサムネイル画像を生成
して、複数のサムネイル画像を含む動画再生準備画面を生成する。
【００５０】
　図５はサムネイル表示の動画再生準備画面として表示画面２０ｄ上に４つのサムネイル
画像７１ａを同時に表示する４コマ表示の例を示し、図６はサムネイル表示の動画再生準
備画面として表示画面２０ｄ上に９つのサムネイル画像７１ｂを同時に表示する９コマ表
示の例を示している。
【００５１】
　図５においては、４つのサムネイル画像７１ａが同時に表示されている。また、図６で
は、９つのサムネイル画像７１ｂが同時に表示されている。図５の例は、ページ表示７４
によって、全１ページのうちの１ページ目の動画再生準備画面が表示されていることが示
されており、記録媒体２５に記録されている４つの画像ファイルに基づくサムネイル画像
７１ａが表示されていることを示している。また、図６は、ページ表示７４によって、全
２ページのうちの１ページ目の動画再生準備画面が表示されていることが示されており、
記録媒体２５に１０以上１８個以下の個数の画像ファイルが格納されている例を示してい
る。動画再生準備画面は２画面によって構成されて、最大で１画面に９個のサムネイル画
像７１ｂを表示可能である。動画再生準備画面上に表示された画面切換えボタン７５また
は７６上のタッチ操作によって、表示されていない２／２ページの動画再生準備画面を表
示することができるようになっている。
【００５２】
　図５及び図６の動画再生準備画面上に表示された複数のサムネイル画像７１ａ，７１ｂ
のうちの１つのサムネイル画像上をタッチ操作することで、当該サムネイル画像に対応し
た画像ファイルに基づく単一表示の動画再生準備画面４０に表示を戻すことができるよう
になっている。また、サムネイル画像７１ａ，７１ｂのうちの１つのサムネイル画像上を
タッチ操作することで、単一表示の動画再生準備画面に戻ることなく、直接、当該サムネ
イル画像に基づく画像ファイルを再生するための動画再生画面の表示に移行するようにな
っていてもよい。
【００５３】
　また、図５及び図６の動画再生準備画面上には、表示切換ボタン４４ａ，４４ｂが表示
されており、これらの表示切換ボタン４４ａ，４４ｂ上のタッチ操作によって、図３に示
す動画再生準備画面４０の表示に戻ることもできるようになっている。更に、表示切換ボ
タン４４，４４ａ，４４ｂ上を順次タッチ操作することによって、単一表示、４コマ表示
、９コマ表示を巡回的に選択することもできるようになっていてもよい。
【００５４】
　図３において、モード切換えボタン４５は、再生モードと観察モード（内視鏡ライブ画
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像表示モード）との切換えのためのものである。術者がモード切換ボタン４５上をタッチ
操作することで、動画再生準備画面４０と観察画面とが切換えられる。
【００５５】
　また、動画再生準備画面上には、内視鏡１に内蔵された図示しない電池の残量を示す電
池残量表示４６、記録先表示４７及び再生中表示４８が表示されている。記録先表示４７
では、絵柄によって現在ＳＤカードが選択されていることが示されている。また、動画再
生準備画面上には、画質表示４９も表示されている。撮像素子２２を駆動する駆動回路及
び映像信号処理部２３によって、内視鏡画像の画質を設定することができるようになって
いる。例えば、画質としては、スーパーハイクォリティ（ＳＨＱ）とハイクォリティ（Ｈ
Ｑ）とを設定可能であり、図３の例ではＳＨＱ画質であることが示されている。
【００５６】
　また、動画再生準備画面上に表示されたプロテクト設定表示５１上のタッチ操作によっ
て、画像ファイルに対するプロテクトの設定又は設定解除が指示される。なお、プロテク
トが設定された画像ファイルについては、画質表示４９の下に鍵マーク（図示省略）が表
示される。更に、動画再生準備画面上には、インデックス画像等取得部３３の出力に基づ
いて、ファイル名表示５２、記録開始時間表示５３、ファイル番号（コマ番号）表示５４
が表示されている。
【００５７】
　そして、本実施の形態においては、動画再生準備画面には、記録時間表示５５が表示さ
れている。この記録時間表示５５は、再生時間取得部３５が取得した情報に基づくもので
あり、図３の例では、コマ番号００００００２のファイル名が20151215100804_001_MS_00
02の西暦２０１５年１２月１５日１０時８分に撮影が開始された動画は、記録時間（再生
時間）が３分２０秒であることが分かる。
【００５８】
　また、本実施の形態においては、図５および図６に示すように、各サムネイル画像７１
ａ，７１ｂ上にも、それぞれファイル番号（コマ番号）表示７３および再生時間表示７２
が表示されている。
【００５９】
　このように、記録されている動画ファイルの再生画像を表示する画面（動画再生画面）
が表示される前の段階の動画再生準備画面において、ユーザは、再生する動画像の記録時
間（再生時間）を確認することができる。
【００６０】
　ユーザが再生ボタン５７上をタッチ操作すると、タッチパネル操作検出部２９は、デー
タ読出し部３０、動画デコード部３１及び動画再生画面生成部３２に、現在インデックス
画像が表示されている動画ファイルの再生を指示すると共に、表示切替部２７にこの動画
ファイルに基づく動画再生画面を選択させて表示部２０ｂに出力させる。
【００６１】
　図４はこの場合に表示される動画再生画面６０を示している。図４に示すように、動画
再生画面６０には、選択された動画像が表示されていると共に（図示省略）、電池残量表
示４６、記録先表示４７、再生中表示４８及び画質表示４９が表示されている。また、動
画再生画面６０の下方には、現在の再生位置を示す再生位置表示バー６５が表示されてお
り、この再生位置表示バー６５内には再生位置を示す位置表示６５ａが表示されている。
また、再生位置表示バー６５の左側には記録開始位置を基準とした再生時間を示す再生位
置時間表示６６が表示され、右側には記録時間を示す記録時間表示６７が表示されている
。
【００６２】
　また、動画再生画面６０の下方には、一時停止ボタン６１、早戻しボタン６２、早送り
ボタン６３及び停止ボタン６４が表示されている。ユーザが一時停止ボタン６１、早戻し
ボタン６２又は早送りボタン６３上をタッチ操作することで、データ読出し部３０、動画
デコード部３１及び動画再生画面生成部３２によって、再生画像の一時停止、早戻し又は
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早送りが行われる。また、ユーザが停止ボタン６４上をタッチ操作すると、再生画像の再
生が停止されると共に、表示切替部２７によって動画再生準備画面生成部３４からの動画
再生準備画面が選択されて表示部２０ｂに供給される。これにより、図３の動画再生準備
画面４０の表示に戻される。
【００６３】
　このように本実施の形態においては、データ読出し部３０の出力から記録時間（再生時
間）の情報を取得する再生時間取得部と、再生時間取得部の出力を文字データに変換する
文字データ重畳部とを設けることにより、動画再生準備画面生成部において、記録媒体２
５に記録されている画像ファイルの記録時間（再生時間）を示す表示を、動画再生画面の
前のタイミングに表示される動画再生準備画面上に表示させる。これにより、ユーザは、
動画再生画面が表示される前のタイミングに表示される画面であって、再生する画像を決
定する画面等の動画再生準備画面上において再生前の画像についての記録時間（再生時間
）を簡単に確認することができる。
【００６４】
（他の例）
　図７は他の例に採用される観察画面生成部を示すブロック図である。図７は図１中の観
察画面生成部２６に代えて採用することができるものであり、本例において、内視鏡装置
の他の構成は図１と同様である。一般的には、観察画面等の内視鏡画像等を表示する表示
画面上には、内視鏡画像の外に、操作のための表示や、各種情報を表示するための各種キ
ャラクタが表示されている。本例は、内視鏡画像を表示する例えば観察画面において、キ
ャラクタの一部又は全部を任意に表示又は非表示にすることを可能にするものである。例
えば、本例では、観察画面の表示から所定時間後にキャラクタの一部の表示を非表示にす
ると共に、ユーザによる観察画面上のタッチ操作によって、キャラクタの一部の表示及び
非表示を切換えるようになっている。
【００６５】
　図７の観察画面生成部８０において、図１の映像信号処理部２３からの映像信号は第１
ＯＳＤ回路８１に与えられる。第１ＯＳＤ回路８１は、図１の観察画面生成部２６と同様
の処理によって、内視鏡ライブ画像の映像信号を生成すると共に、情報表示のための第１
キャラクタ群を表示するための映像信号を生成して合成回路８３に出力する。なお、第１
ＯＳＤ回路８１は、カメラ部２０内の図示しない内部メモリに保持されている各種情報に
基づいて、第１キャラクタ群の各種キャラクタを生成する。
【００６６】
　一方、本例では、第２ＯＳＤ回路８２が設けられており、第２ＯＳＤ回路８２には、内
部メモリに保持されている各種情報が与えられると共に、記録媒体２５の内視鏡静止画像
を記録可能な残りの枚数（残枚数）の情報も与えられる。第２ＯＳＤ回路８２は、入力さ
れる各種情報に基づいて第２キャラクタ群の各キャラクタを生成する。第２キャラクタ群
の各キャラクタのデータは、スイッチ回路８４を介して合成回路８３に供給される。
【００６７】
　合成回路８３は、第１ＯＳＤ回路８１の出力とスイッチ回路８４を介して入力される第
２ＯＳＤ回路８２の出力とを合成して観察画面を生成して表示切替部２７に出力するよう
になっている。
【００６８】
　本例においては、スイッチ回路８４は、タイマ回路８５及びタッチパネル操作検出部２
９によって制御されるようになっている。スイッチ回路８４は、初期状態ではオンである
。タイマ回路８５は、観察画面の表示開始からの時間を計測し、所定時間経過後にスイッ
チ回路８４をオフにするための制御信号をスイッチ回路８５に供給するようになっている
。また、タッチパネル操作検出部２９は、観察画面の表示期間において、表示画面２６ａ
上の第２キャラクタ群の各キャラクタの表示領域以外の領域がタッチされたことを検出す
ると、スイッチ回路８４をオンからオフに、又はオフからオンに切換えるための制御信号
をスイッチ回路８５に供給するようになっている。なお、スイッチ回路８４に対するタイ
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マ回路８５とタッチパネル操作検出部２９の制御が競合した場合には、タッチパネル操作
検出部２９による制御が優先する。
【００６９】
　このように構成された例について図８及び図９を参照して動作を説明する。図８及び図
９は観察画面の表示例を示す説明図である。
【００７０】
　内視鏡装置１の電源が投入されることによって、第１ＯＳＤ回路８１は、第１キャラク
タ群の各キャラクタが重畳された内視鏡ライブ画像を生成して合成回路８３に出力する。
また、第２ＯＳＤ回路８２は、第２キャラクタ群の各キャラクタを生成してスイッチ回路
８４を介して合成回路８３に出力する。初期状態ではスイッチ回路８４はオンであり、合
成回路８３は第１及び第２ＯＳＤ回路８１，８２の出力を合成して観察画面を生成する。
この観察画面は、表示切替部２７に出力される。電源投入直後の初期状態では、表示切替
部２７は観察画面生成部８０の出力を選択しており、表示部２０ｂの表示画面２０ｄ上に
は、観察画面生成部８０が生成した観察画面が表示される。
【００７１】
　図８はこの場合の観察画面を示しており、観察画面は中央に内視鏡ライブ画像９０を表
示する略円形の領域を有している。また、この領域の外側の領域であって、表示画面２０
ｄの角部の４つの領域には、メニューボタン４１、モード切換ボタン４５、画像の明るさ
を示す明るさ表示９１及び記録媒体２５に記録可能な静止画の残枚数表示９２が表示され
ている。また、表示画面２０ｄの左角部には、電池残量表示４６、記録先表示４７、スイ
ッチ１９ｂにより切換可能である動画／静止画の記録モードのうち、現在設定されている
記録モードを表す記録モード表示４８ｂも表示されている。
【００７２】
　これらの表示のうち、電池残量表示４６、記録先表示４７、記録モード表示表示４８ｂ
は第１ＯＳＤ回路８１による第１キャラクタ群の各キャラクタであり、メニューボタン４
１，モード切換ボタン４５、明るさ表示９１及び残枚数表示９２は第２ＯＳＤ回路８２に
よる第２キャラクタ群の各キャラクタである。
【００７３】
　ここで、図８に示す観察画面の表示開始から所定の時間が経過するものとする。そうす
ると、タイマ回路８５は、スイッチ回路８４をオフにする制御信号を発生する。これによ
り、スイッチ回路８４はオフとり、第２キャラクタ群の各キャラクタの表示データは合成
回路８３に供給されず、観察画面に合成されない。
【００７４】
　この場合には、図９に示す観察画面が表示される。図９に示すように、観察画面には、
内視鏡ライブ画像９０と電池残量表示４６、記録先表示４７、ライブ中表示４８ｂのみが
表示されており、メニューボタン４１，モード切換ボタン４５、明るさ表示９１及び残枚
数表示９２は表示されていない。
【００７５】
　通常、観察モードにおいては、術者は内視鏡ライブ画像を観察することに集中しており
、なるべく必要ないキャラクタは表示させない方がよい。観察画面の表示から所定の時間
後には、必要ないキャラクタの表示を非表示にしており、術者は内視鏡ライブ画像に集中
し易い。
【００７６】
　ここで、術者が観察画面から動画再生準備画面への切り替えを希望するものとする。図
９に示す観察画面には、モード切換ボタン４５は表示されていないので、モード切換ボタ
ン４５を表示させるために、術者は、表示画面２０ｄ上の好きな位置をタッチする。この
タッチ操作により、タッチパネル操作検出部２９は、オフとなっているスイッチ回路８４
をオンにする制御信号を発生する。これによりスイッチ回路８４はオンとなり、第２ＯＳ
Ｄ回路８２からの第２キャラクタ群の各キャラクタの表示データが合成回路８３に供給さ
れ、観察画面上に、第２キャラクタ群の各キャラクタが表示される。
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【００７７】
　こうして、図８に示す観察画面が表示される。術者は、表示されているモード切換ボタ
ン４５上をタッチ操作することで、観察画面から動画再生準備画面に表示を切換えること
ができる。なお、図８の観察画面の表示中に、術者が、第２キャラクタ群の各キャラクタ
の表示領域以外の領域をタッチ操作すると、タッチパネル操作検出部２９はスイッチ回路
８４をオフにする。これにより、図９の観察画面の表示に切換る。
【００７８】
　このように本例では、観察画面の表示開始から所定時間後に、不要な表示を非表示にす
ることができると共に、ユーザの画面のタッチ操作によって、不要な表示の表示、非表示
を簡単に切換えることができる。表示が必要なときだけ表示させることができることから
、ユーザは内視鏡ライブ画像に集中して観察することができると共に、必要なときには表
示によって情報の確認及び操作を行うことが可能である。
【符号の説明】
【００７９】
　　１…内視鏡装置、１０挿入部、１５…操作部、２０…カメラ部、２０ｂ…表示部、２
２…撮像素子、２３…映像信号処理部、２４…動画記録処理部、２５…記録媒体、２６…
観察画面生成部、２７…表示切替部、２８…タッチパネル、２９…タッチパネル操作検出
部、３０…データ読出し部、３１…動画デコード部、３２…動画再生画面生成部、３３…
インデックス画像等取得部、３４…動画再生準備画面生成部、３５…再生時間取得部、３
６…文字データ重畳部。

【図１】 【図２】
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【図９】



(15) JP 2017-131499 A 2017.8.3

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｈ０４Ｎ   5/765    (2006.01)           Ｈ０４Ｎ    5/93     　　　Ｚ        　　　　　
   　　　　                                Ｈ０４Ｎ    5/91     　　　Ｌ        　　　　　

(72)発明者  石関　学
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパス株式会社内
(72)発明者  高橋　秀次
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパス株式会社内
(72)発明者  冨井　雄一
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパス株式会社内
(72)発明者  行田　勝彦
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパス株式会社内
Ｆターム(参考) 2H040 CA02  CA22  DA11  DA21  GA02  GA10  GA11 
　　　　 　　  4C161 CC04  DD03  LL03  VV02  WW01  WW12  WW13  WW18  YY02  YY12 
　　　　 　　        YY13 
　　　　 　　  5C053 FA07  FA27  GA11  GB38  JA16  JA22  LA01 
　　　　 　　  5C122 DA26  EA42  FK12  FK31  FK37  FK39  FK42  FL03  GA21  GA34 
　　　　 　　        HA01  HB05 



专利名称(译) 内视镜装置

公开(公告)号 JP2017131499A 公开(公告)日 2017-08-03

申请号 JP2016015513 申请日 2016-01-29

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 佐伯真一郎
小笠原弘太郎
石関学
高橋秀次
冨井雄一
行田勝彦

发明人 佐伯 真一郎
小笠原 弘太郎
石関 学
高橋 秀次
冨井 雄一
行田 勝彦

IPC分类号 A61B1/04 G02B23/24 H04N5/225 H04N5/91 H04N5/93 H04N5/765

FI分类号 A61B1/04.370 G02B23/24.B H04N5/225.C H04N5/225.A H04N5/91.Z H04N5/93.Z H04N5/91.L A61B1
/04 A61B1/045.610 A61B1/045.622 A61B1/045.640 H04N5/225 H04N5/225.000 H04N5/225.500 H04N5
/232.300 H04N5/232.930 H04N5/765 H04N5/91 H04N5/917 H04N5/93

F-TERM分类号 2H040/CA02 2H040/CA22 2H040/DA11 2H040/DA21 2H040/GA02 2H040/GA10 2H040/GA11 4C161
/CC04 4C161/DD03 4C161/LL03 4C161/VV02 4C161/WW01 4C161/WW12 4C161/WW13 4C161
/WW18 4C161/YY02 4C161/YY12 4C161/YY13 5C053/FA07 5C053/FA27 5C053/GA11 5C053/GB38 
5C053/JA16 5C053/JA22 5C053/LA01 5C122/DA26 5C122/EA42 5C122/FK12 5C122/FK31 5C122
/FK37 5C122/FK39 5C122/FK42 5C122/FL03 5C122/GA21 5C122/GA34 5C122/HA01 5C122/HB05

代理人(译) 伊藤 进
长谷川 靖
ShinoUra修

外部链接 Espacenet

摘要(译)

阿通过使显示在视频播放屏，用于显示再现的图像之前显示的运动视频
再现准备屏幕中的运动图像文件的记录时间，能够方便地确认记录时间
的图像文件移动到用户。 一的内窥镜装置包括：包括用于成像被摄体的
摄像单元的内窥镜，生成的生成运动图像数据表示由所述图像拾取单元
拍摄的被摄体的运动图像的运动图像数据生成单元的运动图像数据表示
由部件产生的运动图像数据的记录时间的时间数据，和用于关联与运动
图像的记录介质进行记录的记录处理单元中，用于产生运动图像再现准
备屏幕用于开始记录在记录介质上的运动图像数据的再现，对应于所显
示的运动图像和视频再现准备屏幕生成单元再现候选视频播放准备屏幕
获取时间数据并基于时间数据显示表示再现候选的运动图像的记录时间
的指示并且时间显示叠加部分叠加在记录和再现准备屏幕上。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/fc77d238-0fb9-4dfa-bc84-d11d39f270c6
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/059504018/publication/JP2017131499A?q=JP2017131499A

